
























































































いるのか。それは︑一番下に石にくっついて死んでいるものがあるからです。つまり︑ ︿いのち﹀というものは︑生と死を超えるものです。たとえば︑海の中で魚 泳い 。そ 上をおなかをすかせた鳥が飛んでいて︑そのままだったら︑ばったりと落ち
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いう非常にたくさんの細胞からできています。その細胞はそれぞれ︿ のち﹀を持って生きているわけですね。それぞれは︑生まれて生きて死ぬ︑ということをそれぞれ独立にやっている。そしてその全体を包んでいる体︑ 個体とし の︿いのち﹀
―
︑
私だったら清水博としての︿いのち﹀と うものがあって︑その中に細胞の︿いのち﹀がある。じゃあ清水博の︿い ち﹀はどこから来たのかと言われると︑それこそ本日の大切な問題ですね。これをもう少し広げて考えてみると︑地球として ︿いのち﹀があって︑その中にいろんな生き物が生きて︑そこで生まれて生きて死んでゆく。
私たちの体の中で細胞が死ぬということも︑私たちの生命現象
です。細胞が死ななければ︑ たちも生き けません。たとえばどこかからウィルスに感染して︑インフルエンザになったとしますね。 私たちの体には免疫という反応
がありますが︑ こ
れによっ












ていました。食べてもまたどこかから湧いてくる︑ 。けれどこれは︑地球が無限に広ければ︑です だけど実際はそう 。地球は無限ではないわけです。イワシを全部 ら︑イワシはいなくなる。ウナギはもうそうなっていますね。あるいはマグロもそう っているでしょう
そうすると︑強者の存在を決めるものは何かというと︑弱者で



















んですよ。アメリカは結局一つも成功し いないでしょう。場にくっついたものがあって︑それと個人が戦っても︑場をつぶすとはできな 。個人 戦 勝てるのは︑個人しかないわけです。
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つまり︑弱者を切り捨てようとしてはいけないんです。弱者が
あって強者も生きていくし︑弱者と強者が一緒に生きていくから︑共存在の場ができる。強 とか弱いとかそういうことに関係な ︑地球の上で一緒に存在している いうこ に価値 あるんです。今はそういう時代です。一緒に存在して︑そこで何をやっているのかというと︑それはおたがいに︿ のち﹀を与え合うということです。これはボランティアなどのかたちで人間が学んできたことですね。自分の︿いのち﹀を自分だけでキープ て たら︑これは自己中心主義になってしまいま
居場所となるところに自分の︿いのち﹀を差し出すこと︑こ
れを私は︿与贈﹀と言っています。この︿与贈﹀と うことがいくつか起きると︑そこに居場所 が生まれてくるのです。家庭というものを見ていたらわかりますよね。家庭も一つ 生き物です。人間がいなければ家庭も生 れない そ は︑たんなる住宅です
よね。人間がいるから家庭になるんです。人



































だけのことを今日中にこなさないといけないということに忙しくなって︑ 与え合うということ︑ ︿与贈﹀があって 上司にとっても自分にとっても い居場所ができるのに︑そう うことがなくなっている。生きものというのは︑さきほども言ったよ に︑与え合いのネットワークの中に存在しているからこそ 強い人も弱い人もそれとして価値がある です。そういう与え合いからはずれてしまったら︑その本人が自分に価値があ と思っていたとしても︑地球的 意味では価値 ある は言え わけですね。
弱者の論理というものは︑家庭のことを考えたらよくわかりま





これは赤ちゃんだけが生きて ける︑ということではもちろんないわけです。一番弱い赤ちゃんが生きていけるというこ は︑そこではみんなが存在できる みんな 幸せに存在できるから庭がうまくいく。つまり弱者の論理とい のは︑共存在の論理なんです。
強者の論理というのは︑そうじゃないですね。ヨーロッパに行




の居場所の理 です。さきほどお目にかけたような植物は︑強い・弱いで生きているわけ ゃな ん 。共に生きて くことによって︑生きていけるわけ だからそのため ︑何かを与えているわけです。一緒に生きているメリットがな れば こういう状態になるわけがないんです。
自然の大災害によって教えられてきた弱者の論理日本人は大災害の地 住んでいますよね。いつ大地震が起きて︑
いつ津波が来るのかわからな ︑そういう所に住ん 。自然の脅威を昔から感じている。それなりに居心地の良 場所という優しい母としての自然と︑大災害というかたちの厳父 厳しさ
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しての自然という両面が︑日本の自然にはある。私たちは厳父の厳しさをもって︑自然とは何であるかということを教えられてきたわけです。そういうことが代々積み重ねられていきますと︑これは弱者の論理になりますね。そこでは︑死んでいく人は死んでいけばいいじゃないか︑とは言えないわけです。一緒 生きていくことができないと︑コミュニティというものはできな ですよね。今︑東日本大震災の後︑なかなか復興 進まないのは︑お互いがいきなり強者の論理を出 くるからなんです。弱 人をどうするか︑そこから始まらないと け い。弱い人のために何かを与えることができ それが喜びである
―
︑そういうふうに











父親と母親の関係が日本とは違ってもいいわけです。それで欧米では強者の論理による女性論 いうものが生まれてきた けですが︑これは一重生命 です。
今︑日本政府も女性が活躍できるようにいろいろがんばってい














のち﹀ではないかと私は考えています。つまり︑本当の豊かさという は︑ ︿いのち﹀という富を増やしていくことだと︑私はそう思っています。豊かな社会というのはお金を持ってる人がいっぱいいる社会で なくて︑ ︿いのち﹀が豊かで︑そこにい こで幸せな感情を持って生き いける社会のことなの はないでしょうか。豊かな家庭︑というのも︑同じことだと考えています。
これからの社会の理念というのは︑このような︿いのち﹀の豊










地域社会を「 〈いのち〉 のドラマ」の「舞台」とする居場所づくりこれからの というのは︑ ︿いのち﹀の﹁大きい家﹂に
なる必要があります。ここで言う﹁大きい家﹂というのは︑みんなが与え合うことによって弱者を大切にするドラマが生まれる︑そういう居場所の です。
たとえば日本には今いっぱい高齢者が ますね。高齢者を介護





要だということは認めますが︑だけどそれだけ 問題は解決しない。専門 ものを一回捨 ないと けません。自分の専門と
違う人の問題をちゃんと受け止めて話を聞くということです。知恵を合わせて︿いの ﹀をつないでいくという︑そういうことが必要です。
北海道浦河の「べてるの家」北海道の浦河に﹁べてるの家﹂というところがあって︑みなさ
















は︑どうし らいいのか。たとえば家庭の︿いのち﹀というのはみんなで作って るわけだ ら︑個人の︿い ち﹀とは違いますね。だけど家庭の中に入っていくと 自分がなんだかほっとする。これは︑家庭の︿い ち﹀が自分の中で活
はたら
くからです。パウロと
いう人は︑ ﹁信徒の身体 神様 神殿だ﹂という とを言ってる。みなさんの中に神の活
はたら
きがあらわれる︑と。だから弱さを誇りま

























れてくることがある 思います。家庭に閉鎖性があれば︑やっぱりその限界にぶつかりますね。だ らそれを社会 うまく開くと。 開き方を発見すれば︑ そこ 新し 世界が生まれるんです。





い︑ ﹁お前︑父親の跡だけは継ぐなよ﹂ということを言われまして︑それで学問をやることにしたんですけれども︑ そ いう︿い ち﹀




































与え合うことによって居場所 ︿いのち﹀が自己組織される。強者の論理から弱者の論理へ生きものの存在を回復させるのは︿ のち﹀ 活
はたら
きだ。
存在を回復させる︿いのち﹀の居場所とは︑ ︿ ち﹀ 自
己組織がおきやすい場所のことだ。
弱者の論理とは共存在 だ。それは結局のところ︑強者
















したいと思います。いま先生のおっしゃっていたことと下田歌子の考えとを少しつなげて申し と︑下田歌子と う は︑まさに家政というもの︑家というものを大事にして︑家政学の教科書を明治のかなり早い時期に書 た女性でしたが 下田はその家政を︑男性がやっているような国政や外政に対 て︑内政
―
まさ
















































から︑これから大切なことは︑いかに﹁与える﹂かということです。それは今の時代の人々の目にも非常 魅力的に映る 思います。大学などでもそういう雰囲気は出てきていて︑たぶん共生ということがこれからの大事なキーワー として出てくると思うんです。
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︿いのち﹀を与えあうという︑ そういう大きい意味でのドラマが︑地球の上で続いてきています。そういうドラマを︑たとえば料理なら料理 哲学とし 表現すること
―
他の生き物の︿いのち﹀

































いともう続かないという状態になってきていますね。過疎地域ではそういうことが起きて ます。そうすると︑今 でと違っ 原理―
私が先ほど言ったような︿いのち﹀という富を大切にする













ことができるのか︑ということですね 資本主義が進められ いる一方で︑日本の国の借金が増えて ってい わけでしょ。いつまでこのようなことをやってるん か。どこかで何かが起きたらもう
―
︑お金というのは現実の富を反映していないわけです


























には︑やはり﹁もの﹂のよう かたちじゃない 共存在 ならない。
さきほど写真をお見せしましたが︑私はお天気がいいと︑自然












料理の盛り付け方とかでも﹁わあっ﹂と喜んだり︑ お洋服のちょっとした刺繍が可愛かったら﹁あ！﹂と気づ たりとか そ う︑いわばワクワクを見つけるのが上手な人が多いの な い 気がしました。それは清水先生の言い方をお借りすれば︑ ︿いのち﹀の色というか︑彩色︑鮮やかな色 いう のに気づくこ が︑女性は多いような気がします。
見田宗介先生という社会学者の方が
︑﹁いのちが沸き立つ﹂と











ていた︿与贈﹀という言葉︑これは一般的には﹁贈与﹂と う言葉が使われると思うんですが︑両者の区別というのはどこにあるのかな︑と。 とえば︑ ︿与贈﹀という言葉は︑さきほどから言われていたよ
うに互助的な意味を含んだもので
︑﹁贈与﹂の方に
はそういう含意がないのだろうか︑とか︑あるいは集団や社会において︑ 具体的にはどのようなも が﹁ 与﹂ は区別される︿与贈﹀とし 交換されるのか︑あ いはそれは交換されるものではなくて︑一方的なも なのか
―
。この﹁贈与﹂と︿与贈﹀の境














のに︑あいつは感謝してないじゃな か﹂ か︑そういう気持ちになってきちゃうんです。 ﹁私﹂のかたちが消えるか こそ︑自分の本当の喜びになる だと思いますね。会場４――
 
以前﹁かわさき市民アカデミー﹂で先生のご講義を
















































は思うんですよね。本当の意味で他者を受け入れるということを︑社会がしていない。そういう社会や大人を子供は見て るわけです。子供は大人の社会を かたちで反映して るんだと思いま
伊藤――
 
ではお時間も過ぎましたので︑今日の清水先生のご講
演はここでいったん閉じさせていただきたいと思います。清水先生︑ご来場のみなさま︑ありがとうございました。
